






















































































（臨床テツガク講座２、『整形外科看護』第 3 巻第 12 号、1998 年 12 月） 














































































     （臨床テツガク講座 7、『整形外科看護』第 4 巻第 5 号、1999 年 5 月） 













































































     （臨床テツガク講座 14、『整形外科看護』第 4 巻第 12 号、1999 年 12 月） 
 







































       （『エキスパートナース』Vol.1，No.1、2000 年 1 月） 




































いてナースたちと対話しているつもりで執筆した。1998 年 6 月に亡くなった父へのケ
アと哀悼の気持ちが、ケアの一般論に何ほどかの精彩と洞察を添えていることを願っ
ている。なお、初出は各節の後に記してあるが、実際に発表されたものとは多少の字
句の違いなどがある。 
 
 
